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Abstract

When thinking about general use in waters, depth information is one of the necessar y pieces of 

information. By using a Web-GIS system such as the Maritime-domain-awareness （MDA） situational 

indication linkages, UMISHIRU, this can be effectively achieved. Unfortunately, the UMISHIRU does not 

itself have the depth information in. In this paper, we describe how to compile the depth data of the 

J-EGG500 and ETOPO1 and present the depth information in the UMISHIRU for the beginning 

UMISHIRU user.

1　はじめに
2007 年 4 月に成立した海洋基本法に基づき，
2008 年 3 月に第 1 期海洋基本計画が閣議決定さ
れた．第 1期海洋基本計画では海洋情報の一元化
の取り組み等が記載され，この取り組みの 1つと
して，2012 年 5 月にインターネットを通じて様々
な海洋情報を地図上に重ねて表示するWeb-GIS

システムとして海洋台帳（公開当初の名称は「海
洋政策支援情報ツール」）が海上保安庁により公

開された（林王，2014）．
その後，2016 年 7 月の総合海洋政策本部決定
及び 2018 年 5 月の第 3期海洋基本計画の閣議決
定により，我が国における海洋状況把握（MDA, 

Maritime Domain Awareness）の能力強化に向け
た取り組みの一環として，2019 年 4 月に海洋情
報を集約・共有するための情報サービスである海
洋状況表示システム（愛称「海しる」）が海上保
安庁により公開された（Fig. 1）．海しるの公開に
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伴い，海洋台帳は海しるに統合された．海しる構
築の背景や機能等については，Katsura et al.

（2018），角田（2019）及び桂（2020）などにより
報告されている．
海しるの一般向け広報活動として，海上保安庁
では YouTubeでの動画公開（Fig. 2（a）），内閣
府総合海洋政策推進事務局では海しるピンバッジ
作成（Fig. 2（b））などが行われている．
ところで，総合海洋政策本部令（平成十九年政
令第二百二号）により，海洋に関する施策に係る
重要事項について審議し，総合海洋政策本部長

Fig. 1．Web display example of the UMISHIRU.
図 1．海しるの例．

Fig. 2． Example of the publicity work on UMISHIRU. 
（a） The animation of UMISHIRU published on 
YouTube. （b） The pin badge of UMISHIRU.

図 2． 海しるの広報活動の例．（a）YouTubeで公開さ
れている海しるの動画．（b）海しるのピンバッ
ジ．

（内閣総理大臣）に意見を述べる会議として，総
合海洋政策本部に参与会議が置かれている．参与
会議には海洋状況表示システムの活用推進に関す
る検討会が設けられており，同検討会における検
討概要が参与会議で報告されている．この検討概
要では，海しるについての改善の方向性として
「専門家だけでなく誰もが使いやすいツールにな
るべき」や「利用者のすそ野を広げる努力をすべ
き」（総合海洋政策本部参与会議，2020）などの
記載が見られることから，海しるの一般向けの広
報活動は益々盛んになるものと思われる．
著者らの周辺の海上保安大学校の学生・研修生
においては海しるのことは知っていても，実際の
利用頻度は極めて低く，海しるの具体的で身近な
活用事例を求める声が聞かれる．海上保安大学校
の外の一般市民の方々においても，学生・研修生
と同様の反応があるのではないかと思われる．
そこで本報では，海洋情報の取り扱い等に馴染
みが薄い利用者（初級の利用者）のための具体的
な事例として，初級の利用者が基本的な海洋情報
の 1つである水深情報を海しるで表示する場合の
具体的な方法についての検討を行ったので報告す
る．

2　水深情報と海しる
水深情報は，海域の一般的な利用や海の状態を
考える際に重要な情報の 1 つである．水深情報
は，水深の値が最新維持されている水深情報と最
新維持されていない水深情報の 2 つに分けられ
る．前者は，船舶の安全な航行のために必要不可
欠な水深情報で，海図や電子海図で使用されてお
り，水路通報等を通じて水深情報が最新維持され
る仕組みが世界的に構築されている．後者は，海
洋教育，事業活動の検討及び魚釣りなどで使用さ
れる水深情報で，最新維持されていない水深情報
である．
海しるに水深情報を表示し，海図や電子海図の
替わりに船舶の安全な航行目的のために使用する
ことは認められていないが，海洋教育，事業活動
の検討及び魚釣りなどの目的で使用することはで
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きる．
後者の場合に利用できる無料の水深情報とし
て，日本海洋データセンター（JODC）から 500 
m メッシュ水深データ（J-EGG500），MGD77
データ（水深，地磁気，重力）及び南極地域観測
水深データが，また米国の国立環境情報センター
（NCEI，旧 NGDC）からは 1 分メッシュの標高
水深データ（ETOPO1）などが，それぞれイン
ターネットを通じて提供されている．
海しるの前世代システムである海洋台帳は，掲
載している約 100 項目の海洋情報の中に水深関係
の情報として水深（J-EGG500）と等深線（20，
50，100，150，200 mの各等深線）があったが，
一部表示制限（縮尺 10 万分の 1以上の大縮尺で
のみ画面に表示）のある形で公開されていた．他
方で，現在の海しるでは，掲載している約 200 項
目の海洋情報の中に水深関係の情報として水深は
無く，等深線（20，50，100，150，200 mの各等
深線）があるのみである．海しるの等深線に関す
る表示制限の有無について海しるの取扱説明書に
記載が無かったことから確認を行ったところ，各
等深線と海岸線の識別が辛うじて可能な
36,978,595 分の 1 の縮尺までは表示制限がなかっ
た．海しるの掲載海洋情報（約 200 項目）から水
深が外されている理由は公表されておらず，著者
らを含む一般利用者には不明である．
ところで，海洋台帳に備わっていた画面上に書
き込み・描画したテキスト・線・図形等を数種類
の形式（TXT，CSV，KMLの各形式）のファイ
ルで保存する機能や保存したファイルを再び海洋
台帳上に読み込み表示する機能（所定のデータ構
造の TXT，CSV，KMLの各形式のファイルであ
れば利用者が任意に作成又は保有する情報も読み
込み表示可能）が海しるに発展的に引き継がれて
いる．具体的には，保存・読み込みができるファ
イル形式が海洋台帳の TXT，CSV，KMLの 3つ
の形式から，海しるでは保存できるファイル形式
が CSV，KML，JSONの 3 つの形式に，読み込
み表示ができるファイル形式が CSV，KML，
JSON，SHAPE（海しるの画面表示等では

SHAPEであるが正式には Shapefile）の 4つの形
式となっている（海洋台帳操作説明書及び海洋状
況表示システム操作説明書）．これは，1度作成
した読み込み表示用のファイルは繰り返し海しる
に読み込み表示させることができるという長所の
1つである．
海洋台帳では利用者の利便性を図るために，利
用者による CSV形式の読み込み表示用のファイ
ルの作成が容易になる CSVテンプレートのダウ
ンロード機能が備わっていた．この機能は，海し
るでも引き継がれており，しかも，読み込み表示
が可能となる CSV形式のファイルのデータ構造
は，海洋台帳と海しるとで同じである．このこと
は，後述する海しる側の制限（読み込みデータ数
の制限）の問題があるものの，この制限以下の
データ数のファイルであれば，海洋台帳で使用し
た CSV形式の読み込み表示用のファイルを，そ
のまま海しるの読み込み表示用のファイルに使用
できる．また，この制限を超えるデータ数のファ
イルであっても，後述する方法（制限以下のデー
タ数のファイルに分割する方法）により，容易に
海しるの読み込み表示用のファイルとして使用で
きる．
本報では，ファイルの読み込み表示機能を利用
して代表的な水深情報である J-EGG500 と
ETOPO1 の 2 つを例にして海しるに水深情報を
表示させる．

3　J-EGG500 の読み込み表示
3.1　J-EGG500 の詳細と入手

J-EGG500 は我が国周辺海域の水深データを
500 m間隔でメッシュ化したデータである．詳細
については JODC（1999）や浅田（2000）により
報告されている．2002 年 7 月からはWebを通じ
た公開が行われている（佐藤，2002）．なお，当
初は日本測地系と世界測地系（WGS-84）の両方
で公開されていたが，後にWGS-84 での公開に一
本化されている（今木・岡野，2006）．海しるで
使用されている測地系はWGS-84 であるので，現
在公開されている J-EGG500 であれば測地系を気



－ 123 －

Presentation of depth information in the Maritime-domain-awareness （MDA） Situational Indication Linkages, UMISHIRU

にせずに海しるで使用できる．現在の JODCの
ホームページではデータは約 320 の格子に区切ら
れており（Fig. 3），利用者が画面上で必要とする
範囲の格子を選択することで，J-EGG500 のテキ
スト形式のデータが自動で ZIP形式に圧縮され
てダウンロード（無料）されるようになっている
ので，画面の指示に従って利用者が必要とする範
囲の J-EGG500 のダウンロードを行う．ダウン
ロードされた ZIP形式の圧縮ファイルは解凍操
作（OSがWindows10 であればカーソルを ZIP

ファイルにあてて右クリックで解凍選択）を行
い，以後の作業に供する．

3.2　J-EGG500 のデータ構造
解凍した J-EGG500 のファイルは，Windows

に標準搭載されているメモ帳などのテキストエ
ディタで開くと，データの構造を見ることができ
る．

J-EGG500 のデータは，1 つの水深に対して，
種別（0又は 1），緯度（単位は度），経度（単位
は度），水深（単位は m）の順序で各データが並
んだ構造をしている．例えば次のようになってい
る．
例　0　35.000000　136.000000　100

　　1　35.000100　136.000340　105
種別の 0と 1 の数字の意味は，0が計測水深ま
たは等深線から求めた水深で，1が補間処理によ
り作成された水深である．水深の値は，正の数に
なっており，例えば水深 100 mであれば「100」
と入力されている．なお，J-EGG500 は海域のみ
のデータであり，陸域の標高のデータは含まれて
いない．

3.3　J-EGG500 の読み込み表示用のファイル作
成

3.3.1　CSVテンプレートの入手
海しるには，CSV形式の読み込み表示用のファ
イル作成が容易になる CSVテンプレートファイ
ル（CSV形式のファイル）が計測／メモウイン

Fig. 3． Screenshot example for downloading the 500 m 
Gridded Bathymetry Data （J-EGG500）.

図 3．J-EGG500 ダウンロード画面の例．

Fig. 4． Example for the Measure/Memo window of 
UMISHIRU wi th  the  funct ions  such  as 
downloading the CSV template and reading in 
the file compiled or saved by users. （a） The 
mark indicates the button for downloading the 
CSV template. （b） The mark indicates the 
button for reading in the file saved or compiled 
by users.

図 4． CSVテンプレートのダウンロード機能と利用者
により保存又は作成されたファイルを読み込ま
せる機能がある海しるの計測 /メモウインドウ．
（a）このボタンをクリックすることで CSVテン
プレートがダウンロードできる．（b）このボタ
ンをクリックすることで利用者が保存した又は
作成したファイルを読み込ませることができる．
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ドウのトップバーからダウンロードできるように
なっている（Fig. 4（a））．「CSVテンプレートの
保存」とのポップアップ表示が出るトップバーの
記号をクリックして画面の指示に従うと，誰でも
CSVテンプレートを入手できる．

3.3.2　読み込み表示用のファイル作成
CSVテンプレートは CSV形式のファイルであ
るのでWindowsに標準搭載されているメモ帳な
どの簡単なテキストエディタでも開くことができ
る．初級の利用者が CSVテンプレートから読み
込み表示用のファイルの作成を理解しながら進め
るには，使用するソフトの選択が重要になる．初
級の利用者の場合は，一般に使用される表計算ソ
フトを利用すると作業が行いやすいと思われる．
Fig. 5 は，海しるから入手した CSVテンプレー
トをMicrosoft社の表計算ソフトである Excelを
用いて開いた例で，画面左から，緯度，経度，分
類，タイトル，備考，リンク，フォント，ライン
スタイル，ポリゴンスタイル，カラー，サイズ，
透過率，ラベル表示，図形 No.の各項目がある
ことが分かる．
ところで，前述 3.1 節でダウンロード・解凍し
た J-EGG500 のファイルを Excelを使って開いた
例が Fig. 6 である．なお，Excelで開く際にデー
タのファイル形式を確認する表示が出た場合は
「カンマやタブなどの区切り文字によってフィー

ルドごとに区切られたデータ（D）」を選択する
（Fig. 7）．Fig. 6 では，前述 3.2 節で示したとおり，
1つの水深に対して，種別（0又は 1），緯度（単
位は度），経度（単位は度），水深（単位は m）
の順序で各データが並んだ構造をしていることが
分かる．Excelを用いれば Table 1 に従って，縦
方向の列毎（又は縦方向のセル範囲毎）に別途
Excelで開いている CSVテンプレートの方に
J-EGG500 の各データをコピー＆ペーストで容易

Fig. 5．Example for the CSV template opened with Microsoft Excel.
図 5．Microsoft社の Excelで開いた CSVテンプレートの例．

Fig. 6． Example for the file of J-EGG500 opened with 
Microsoft Excel.

図 6． Microsoft社の Excelで開いた J-EGG500 ファイ
ルの例．



－ 125 －

Presentation of depth information in the Maritime-domain-awareness （MDA） Situational Indication Linkages, UMISHIRU

に入力することができる．CSVテンプレートに
あるその他の項目（分類，リンク，フォントな
ど）の設定については，海洋状況表示システム操
作説明書（海上保安庁，2020）や岡野・他（2019）
などで説明されている．海洋状況表示システム操
作説明書（海上保安庁，2020）では CSVファイ
ル編集部分に簡単な説明がある．岡野・他（2019）
は海洋台帳用に利用者が作成した区画漁業権設定
区域の CSV形式の読み込み表示用のファイルに
ついての報告であるが，前述 2のとおりで海洋台
帳用に作成した CSV形式の読み込み表示用の
ファイルは，後述の読み込みデータ数制限に注意

さえすれば海しるの読み込み表示用のファイルと
してそのまま使用できるので，CSVテンプレー
トの編集の参考資料として利用できる．

3.3.3　Excel使用上の注意点
Excel2003 までの古いバージョンの Excelは 1

つのシートで 65,535 行×256 列までの制限がある
ので，膨大な量のデータを含む J-EGG500 のファ
イルを開いた場合にエラー表示がでることがあ
る．このような場合には，取り扱うデータ数を減
らすと改善できる．例えば，JODCのサイトから
J-EGG500 をダウンロードする際に，選択する格
子数を少なくする（つまり，選択する海域を狭め
る）とデータ量が少なくなり古いバージョンの
Excelでファイルが開けるようになる．なお，
Excel2007 以 降 の Excel は 1 つ の シ ー ト が
1,048,576 行×16,384 列であるので理論上は数十
格子分の J-EGG500 のファイルに対応できるが，
ファイルが開くのに時間を要するなどの新たな問
題が出てくる可能性が高くなり，その解決には初
級の利用者の範疇を超える知識等が必要になるの
で，3 桁におよぶ程の格子数分の J-EGG500 を 1
度に取り扱うことは避ける．

3.4　海しるへの読み込み表示と制限
3.4.1　読み込み表示
海しるの計測／メモウインドウのトップバーに
ある「グラフィックの読み込み」とのポップアッ
プ表示が出る記号をクリックし，画面の指示に従
うことで，ファイルを海しるに読み込み表示する
ことができる（Fig. 4（b））．Fig. 8 は，J-EGG500
を海しるに読み込み表示させた例である．

3.4.2　読み込みデータ数の制限
上述 3.4.1 項で海しるにファイル（CSV形式）
の読み込み表示を行う時に，1つの読み込みファ
イルの中に 1,000 件を超える水深情報があると画
面上に注意表示が出て，読み込みが進まなくなる
（Fig. 9）．このことから，海洋台帳には 1つの読
み込みファイルを読み込ませる際にファイル中の

Fig. 7． Example of the screen to confirm the structure 
of the data when opening the J-EGG500 format 
file with Microsoft Excel.

図 7． Microsoft社の Excelで J-EGG500 のファイルを
開く際にデータの構造を確認する画面の例．

Table 1． Relationship of input data between J-EGG500 
file and CSV template file for UMISHIRU.

表 1． J-EGG500 と海しる CSVテンプレートとの入力
データの関係．
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つの読み込みファイルの中の図形データ数につい
ての制限である．この場合の図形データ数とは，
元々は海しるの画面上に利用者が描画した図形・
線・点や書き込んだテキストの数を指している．
1つの読み込みファイルの中の水深の数を 1,000
件までにすれば回避できる．例えば 1 つの
J-EGG500のファイルの中に3,000件の水深があっ
た場合は，1,000 件の水深がある 3つの読み込み
表示用のファイルに分割し，3回に分けて海しる
に読み込み表示を行うと，3,000 件の水深の読み
込み表示が可能となる．
海洋状況表示システム操作説明書（海上保安
庁，2020）に記載のない，3.4.2 項の読み込みデー
タ数の制限が存在することが分かったので，読み
込み表示用のファイルの連続読み込み回数につい
ての制限の有無を確認したところ，80 個の読み
込み表示用のファイルの連続読み込みが可能で
あった．

3.4.4　 初級の利用者向けの読み込みデータ数の制
限の回避方法の検討

数多くのデータを海しるに読み込み表示させた

Fig. 8． Example of UMISHIRU screen showing the depth information loaded from J-EGG500 on the sea area around 
the Japan Coast Guard Academy.

図 8．海上保安大学校周辺海域において J-EGG500 の水深情報を読み込み表示した海しるの画面例．

Fig. 9． The caution window of UMISHIRU when a 
single file with over 1,000 data items is loaded.

図 9． 1,000 件を超えるデータを持った 1つのファイル
が海しるに読み込まれたとき，海しるに表示さ
れる注意表示の例．

データ数についての制限は無かったが，海しるで
はファイルを読み込ませる際にファイルの中の読
み込みデータ数に制限が設けられていることが分
かる．この読み込みデータ数の制限について，海
洋状況表示システム操作説明書（海上保安庁，
2020）には記載がない．

3.4.3　読み込みデータ数の制限の回避
上述 3.4.2 項の読み込みデータ数の制限は，1
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い場合に，上述 3.4.3 項から 1 つの読み込み表示
用のファイルのデータ数を 1,000 件までにした複
数の読み込み表示用のファイルを作成し，海しる
に複数回のファイル読み込みを行えば可能とな
る．しかし，膨大な数のデータがある場合，1,000
件までのデータ数である読み込み表示用のファイ
ルをコピー＆ペーストの手作業で行うことは，煩
雑であり，ケアレスミスが生じる原因となる．例
えば，J-EGG500 のダウンロードサイトにある 1
個の格子（1つの区域）からダウンロードされる
1 個の J-EGG500 のファイルには約 10,000 件の
データ（水深）があるので，これを海しるに読み
込み表示するためには 1,000 件の水深を持つ読み
込み表示用のファイルを 10 個作成しなければな
らない．
コンピュータやデータの取り扱いにある程度の
知見を有していれば，独自のプログラム作成など
により 1,000 件までの水深に抑えた読み込み表示
用のファイルを容易に作成することが可能と思わ
れるが，これらの方法は初級の利用者にとっては
ハードルが高い．利用者のすそ野を広げる点から
もハードルが低い方法が求められる．
そこで，初級の利用者向けの解決方法として表
計算ソフト（具体的にはMicrosoft社の Excel）
を利用する方法を検討した．

3.4.5　データの分割方法
Microsoft社の Excelは日本中に多くの利用者
が存在する表計算ソフトで，その操作方法は利用
者のレベルに合わせた市販の説明本が数多く存在
するので，初級の利用者にとっては操作について
のハードルが低いソフトの 1つである．

Excelで使われるブックファイルは，複数の
シートから構成されるファイルで，利用者側で
シート数の増減を自由に行え，各シートの間でリ
ンク設定（例　＝入力シート名!セル番号）も可
能なファイルである．このブックファイルの中の
1 つのシートをデータのコピー＆ペースト専用
シート（入力シート）として，このシートから
データ数 1,000 件毎に別の複数のシートにリンク

設定を行ったブックファイル（Fig. 10）を 1度作
成しておけば，多数のデータを入力シートにコ
ピー &ペーストを行うだけで，1,000 件毎のデー
タ分割が，自動で，正確に，速く行える．また，
ブックファイルの各シートの体裁を，CSVテン
プレートの体裁に揃えておくことで，データ数
1,000 件毎のリンク設定されたシートをそのまま
「CSV（コンマ区切り）形式」で保存することで，
各シートが読み込み表示用のファイルになる．
シート中の，分類，リンク，フォント，ラインス
タイル，ポリゴンスタイル，カラー，サイズなど
の項目部分への入力は，通常はほとんど変更する
ことがないと思われるので，事前設定を行ってお
けば，作業時間の短縮が可能となる（Fig. 11）．
この後は 1,000 件毎のデータに分割された各シー
トの 1つ 1つについて，①数値データへの一括変
換（シート全体をコピー後にそのままデータとし
て貼り付ける），②「CSV（コンマ区切り）形式」
での保存を行えば，海しる用の読み込みファイル
が完成する．
例えば，1枚のデータのコピー＆ペースト専用
シート（入力シート）と 10 枚のデータ数 1,000
件毎のリンク設定された別シート（CSVテンプ
レートの体裁）で構成された Excelブックファイ
ルを作成しておけば，Fig. 6 のように Excelで開
いた J-EGG500 のダウンロードファイル（1格子
あたり約 10,000 件のデータ）から所定のデータ
を入力シートにコピー＆ペーストするだけで，

Fig. 10． Schematic image representing the sheets 
structure of the Excel book file.

図 10． Excelブックファイルのシート構成を表すイ
メージ例．
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Fig. 11．Example of a sheet in the Excel book file with data inputted in advance.
図 11．Excelブックファイルの中の前もってデータ入力されたシートの例．

Fig. 12． Example of UMISHIRU displaying approximately seven thousand data items loaded from J-EGG500’s depth 
data.

図 12．約 7,000 件の J-EGG500 データを海しるに読み込み表示させた例．

データ数 1,000 件のシート 10 枚を短い時間で作
成することができる．
この方法により，約 7,000 件の J-EGG500 の水

深を海しるに読み込み表示させた例が Fig. 12 で
ある．

4　ETOPO1 の読み込み表示
4.1　ETOPO1 の詳細と入手

ETOPO1 は全世界の標高と水深のデータ（標
高水深データ）を 1 分（1 海里＝1,852 m）間隔
でメッシュ化したデータで，米国海洋大気庁
（NOAA）に属する国立環境情報センター（NCEI）
のWebサイトから無料で提供されている（Fig. 
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13）．ETOPO1 は地図上でマウスを使い任意の範
囲を選択した後，GeoTIFF，ArcGIS ASCII Grid，
XYZ，GMT NetCDF，NetCDFの 5つのファイル
形式の中から利用者が選んだ形式でダウンロード
を行うことができるようになっている．ETOPO1
の詳細については NCEIのWebサイトで紹介さ
れている（NCEI）．本報では，初級の利用者に取
り扱いが行いやすい XYZ形式（テキスト形式）
を選択してダウンロードした ETOPO1 を使用し
た．XYZ形式を選択してダウンロードしたファ
イルは，XYZの拡張子が付いたファイルとして
データ圧縮されずにダウンロードされる．ダウン
ロードしたファイルは，適当なテキスト表示ソフ
トで開くことができる．直接開けない場合はファ
イルの拡張子を XYZから TXTに変更すると，
TXT読み取りに設定されているソフトで開くこ
とができる．なお，ダウンロードした ETOPO1
のデータ数が多い場合は，ファイルを開くのに時
間を要したり，テキスト表示ソフトによっては開
けない場合もある．この様な場合は，テキスト表
示ソフトを変えると上手くいくこともある．

4.2　ETOPO1 のデータ構造と問題点
ETOPO1 のデータは，1つの標高水深データ毎
に経度（単位は度），緯度（単位は度），標高水深
（単位は m）の順序で構成されている．例えば次

のようになっている．
例　136.000000000000000　35.0000000000000000　10　

　　136.000340333333334　35.0001005555777799　－15

上述から，ETOPO1 のデータ構造は経度・緯
度の順番で，これは J-EGG500 とは逆の順番に
なっていることになる．このことは，緯度・経度
の順番になっている読み込み表示用のファイル作
成の際に注意を要する．
また，ETOPO1 は，陸域と海域のデータが一
緒になった標高水深データになっており，標高
（陸域）は正の数値で，水深（海域）は負の数値
になっている．例えば，標高 100 mであれば
「100」と，水深 100 mであれば「－100」と入力
されている．一般に，海しるに読み込み表示を行
いたいのは水深で，しかも正の数値での水深であ
る． こ の た め ETOPO1 の 場 合 は， 前 述 の
J-EGG500 で述べた Excelブックファイルを利用
した読み込みファイル作成を行う前に，①標高
データの削除，②水深データの負の数値から正の
数値への変換，という 2つの処理を解決する必要
がある．

4.3　ETOPO1 の問題点解決方法の検討
4.3.1　データ数が少ない場合の解決方法
上述 4.2 節の ETOPO1 の 2 つの問題点は，デー
タ取り扱い等に高い知見を有している利用者であ
ればプログラム作成等で容易に解決できると思わ
れるが，初級の利用者にとっては解決のための
ハードルは高い．そこで，取り扱う ETOPO1 の
データ数が少ない場合であれば，表計算ソフト
（例．Excel）を活用する次のステップで解決でき
る．
① ETOPO1 の XYZデータを Fig. 7 の選択条件に
注意しながら Excelで読み込む．
② Excelのデータ並べ替え機能を使い標高水深
データを昇順（又は降順）で並べ，標高データ
をまとめて選択して一括削除する．
③ Excelの絶対値関数（例＝ABS（セル番号））
を使い，水深データを負の数値から正の数値に
変換し，その後で数値データ化する．

Fig. 13． Example of the screen when downloading 
ETOPO1 data on NCEI website.

図 13． 米国国立環境情報センターのWebサイト上で
の ETOPO1 のダウンロード画面の例．
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④ 上述 3.4.5 項データの分割方法による操作を行
う．
しかしながら，ETOPO1 の 1 つの格子からの
ダウンロードデータ数は数十万にも及ぶ場合があ
り，このような大量データの場合は Excel上での
取り扱いが困難になったり，或いは煩雑な操作で
時間を要したりする場合があるので，別の解決方
法が必要となる．

4.3.2　データ数が多い場合の解決方法
ETOPO1 のデータ数が多い場合には，フリー
ソフトのサクラエディタと Excelブックファイル
を組み合わせる 2つのステップを経ることで解決
できる．サクラエディタはWeb上で無料で入手
できるテキストエディタで，今回の問題解決のた
めの操作が簡単に行え，初級の利用者の取り扱い
に向いていると思われる．
第 1段階は，サクラエディタの置換機能を利用
して，ETOPO1 のデータから標高データと標高
データの経度・緯度をまとめて削除し，削除に伴
う空き行を詰める処理を行う．具体的には，ダウ
ンロードした ETOPO1 の XYZ形式のファイルを
サクラエディタで開き，サクラエディタのウイン
ドウ上段から検索＞置換を選択し，置換ウインド
ウを表示させる．置換ウインドウの中の「置換前
（N）」の欄に ^[^-]*¥Z¥nと入力（注）し，「置換
後（P）」の欄には何も入力せず，正規表現の欄
にチェックを入れ，すべて置換をクリックする
（Fig. 14）．サクラエディタの画面上で，この削除
等の処理が終わった表示が出たら，処理の終わっ

た ETOPO1 のデータを保存する．保存された
ETOPO1 は水深データと水深データの経度・緯
度だけになっている．
（注） ここで入力した ^[^-]*¥Z¥nは，「0個以上

の－（マイナス）以外の文字からなる行」
（－（マイナス）を含まない行）の意味．

第 2段階は，上述 3.4.5 項で使用した Excelブッ
クファイルに改良を加えて使用する．Excelブッ
クファイルの中の入力シートから他のシートへの
リンク設定について，水深データ部分のみに絶対
値関数（例＝ABS（入力シート名!セル番号））を
設定する改良を行うことで，ETOPO1 の負の数
値として入力されている水深データは正の数値に
変換される．なお，絶対値関数のため，正の数値
である J-EGG500 の水深データは，そのまま正の
数値のままである．つまり，改良を加えた Excel

ブックファイルは，ETOPO1 と J-EGG500 の両方
に使用可能となる．改良後の Excelブックファイ
ルを用いて上述 3.4.5 項の手順で操作を行う．
第 1段階と第 2段階を合わせた具体的な手順の
概要は次のとおりとなる．
① サクラエディタで ETOPO1 の XYZ形式のファ
イルを開く．
② サクラエディタの置換ウインドウの置換前の欄
に ^[^-]*¥Z¥nを入力し，正規表現にチェック
を入れ，すべて置換をクリック．
③ 置換処理が終わったら，置換処理された

ETOPO1 のデータの保存を行う．
④ 保存した置換処理済の ETOPO1 のデータを

Excelで開き，経度，緯度，水深のデータ毎に
コピーを行い，別途開いておいた改良後の
Excelブックファイルの入力シート部分に貼り
付け（ペースト）を行う（Fig. 15）．
⑤ 1,000 件毎のデータのリンク設定がある各シー
トのデータを数値データに変換する．
⑥ 1,000 件毎のデータがあるシート毎に「CSV（コ
ンマ区切り）形式」で保存をおこなう．
⑦ 海しるで各シートの CSV（コンマ区切り）形
式で保存したファイルを読み込み表示する
（Fig. 16）．

Fig. 14． Example of the window for replacing data into 
SAKURA EDITOR format.

図 14．サクラエディタの置換ウインドウ画面の例．
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Fig. 15．Example of the input sheet in the Excel book file with ETOPO1’s data inputted.
図 15．ETOPO1 データが入力された Excelブックファイルの中の入力シートの例．

Fig. 16．Example for UMISHIRU displaying data loaded from ETOPO1.
図 16．ETOPO1 データを海しるに読み込み表示させた例．

5　まとめ
本報では，海しる上に水深情報を表示する初級
の利用者向けの方法について，インターネット上
で公開されている J-EGG500 と ETOPO1 を取り
上げて検討を行った．水深情報は，無料又は有料
で数多くの種類が提供されているが，これらの中
の多くの水深情報は水路通報等により最新維持さ
れた情報ではないので船舶の安全な航行の目的で
の使用はできない．しかし，水深情報は，船舶の

安全な航行の目的以外にも使われる利用者ニーズ
の高い情報である．海しるに掲載されている約
200 項目の海洋情報の中に水深情報がないことか
ら，本報により初級の利用者が水深情報を海しる
に表示して使うことができるようになることで，
利用者のすそ野の拡大が期待できる．
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要　　旨
海域における総合的な利用を検討する際に，水
深情報は必要な情報項目の 1つである．海洋状況
表示システム（海しる）のようなWeb-GISシス
テムを利用することで，海域における総合的な利
用の検討は効果的に成し遂げられる．残念なが
ら，海しるには，掲載されている情報項目の中に
水深の情報がない．この報文では，海しるの初級
の利用者が，J-EGG500 と ETOPO1 の水深データ
を編集し，海しる上に水深情報を表示する方法を
報告する．


